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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 議会運営委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員  鈴木 智 

日 時 平成２９年１１月２７日（月曜日） 
開 議   午前 １０ 時 ００ 分 

閉 議   午前 １１ 時 ０９ 分  

出席委員 
◎齊藤 ○平本 奥村 田中 山本 福井 木曽 西口 

＜湊議長＞＜小島副議長＞  

執行機関 

出席者 
桂川市長、木村企画管理部長、大西総務部長、栗林健康福祉部長 

 

事務局 

出席者 

 

片岡事務局長、山内次長、船越副課長、鈴木議事調査係長、池永主任、山末主事   

        

傍聴 可 市民１名 報道関係者０名 議員１名（酒井） 

会 議 の 概 要 
 

１０：００ 

[齊藤委員長 開議] 
１ １２月亀岡市議会定例会について 

[事務局長 説明] 

 

２ 議案の概要説明について 

１０：０２ 

[市長等 入室] 

[市長あいさつ] 

[健康福祉部長、介護保険料の賦課誤りについて説明] 

＜齊藤委員長＞ 

 これまでから事務的なミスがよくあるが、どうなっているのか。その度に記者会見

をしなければならない。締めてかからないといけないが、どう考えているのか。 

＜桂川市長＞ 

 大変申し訳なく思っている。税や介護保険料等については、ダブルチェックを含め、

誤りがないように進めていきたい。 

[健康福祉部長 退室] 

１０：０５ 

 

[企画管理部長、総務部長 議案の概要について説明] 

１０：３６ 

 

[企画管理部長、マイキープラットフォーム実証事業について説明] 

１０：３９ 

 

[市長等 退室] 

１０：４１ 
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３ １２月定例会日程（案） 

[事務局長 説明] 

 

４ 開会日（１２月４日）議事日程 

[事務局長 説明] 

 

５ 一般質問について 

[事務局長 説明] 

 

６ 陳情・要望について 

[事務局長 説明] 

 

７ 政務活動費について 

[事務局長 説明] 

＜西口委員＞ 

 政務活動費は後払いが常識だと思う。京都府下でもその動きがある。しかし、後払

いにすると事務を担当する議会事務局が対応できるのかも含め、検討していかなけ

ればならない。１万５千円程度を支給されている他の議会で、不備が出ていないか

等、もう少し慎重に調査する必要があるのではないか。次期の第１７期議員でどう

していくのかを含め、検討していけばよい。新清流会だけでは判断できないので、

全体的な意見を含め総合的にまとめていきたい。会派としては、後払いにするとい

う意見であった。 

＜木曽委員＞ 

 緑風会としては今までどおりでよい。３月に各会派から一時に書類を提出しても、

議会事務局が事務処理に対応できるのか心配である。意見を統一していくことが大

事であり、後払いを実施している議会の状況もみて、利点等を整理するのが望まし

い。 

＜田中委員＞ 

 共産党議員団としては、まだ結論は出ていない。亀岡市議会では、これまで使い方

に不都合があったことはなかったので、現状どおりの方が会派としても活動しやす

い。全体で決めた方法に従いたいと思うが、現時点では現状どおりでよい。 

＜山本委員＞ 

 公明党議員団としては、今までどおりでよい。これまで問題はなかったので、後払

いでなく現行でよいということで意見はまとまった。後払いで運用されている所を

研究するのも１つである。 

＜木曽委員＞ 

 また、収支報告書に添付する領収書をホームページに掲載することについては、実

施することでよいと考える。 

＜齊藤委員長＞ 

 政務活動費の収支報告書に添付する領収書をホームページに掲載することについ

ては、実施することでよいか。 

―全員了― 

 

＜齊藤委員長＞ 

 政務活動費の後払いについては、今期は現状どおりとする。同程度の政務活動費を
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出している議会を調査して、検討していくことでよいか。 

―全員了― 

 

＜西口委員＞ 

 市民説明をしっかりすることが非常に大事である。金額が少ないので、取組みやす

いとは思うが、全会一致で前に進めるように検討していきたい。他の会派は「現状

どおり」という意見であったので、そうすることとしても、調査は必要だと考える。 

 

８ その他 

○写真撮影許可申請（市政記者クラブ、秘書広報課） 

○本日（１１月２７日）の会議予定 

 ○今週の委員会予定 

 ○次回の議会運営委員会 

[事務局長 説明] 

＜木曽委員＞ 

 一般質問については、市長の提案理由説明を聞いて通告するのが一般的である。３

月定例会であれば、市長が施政方針等を説明した後に、通告するのが一番よいと考

える。しかし、１０時に本会議を開き、正午に通告書を出そうと思えば、その内容

を入れることが難しい。３月定例会だけでも、通告の締切りを例えば午後５時まで

延ばし、施政方針の内容を入れられるようにする等、本来の一般質問のあり方を考

えることが必要ではないか。一度、議論していきたい。 
＜齊藤委員長＞ 

 ３月定例会で行われる施政方針等の内容について、質問するのは当然のことである。

このことについて、考えていかなければならないのではないか。 

＜西口委員＞ 

 当然であり大事なことである。午後５時まで延ばしただけで、施政方針等の内容を

本当に入れられるのか。もう少し時間が必要なのではないか。 

＜田中委員＞ 

 午後５時の締切りでは、深く考えられないのではないか。翌日の午前１０時まで延

ばすことが必要なのではないか。 

＜山本委員＞ 

 他市では３月定例会で施政方針等を聞いて代表質問をされている。施政方針等を早

く出してもらい、それに対して質問されている所もあるので、そのようにしてもよ

いかと考える。 

＜西口委員＞ 

 事務的に対応は可能であるのか。 

＜事務局長＞ 

 総務課と調整して、検討させていただきたい。 

＜木曽委員＞ 

 ３月定例会で市長は１年間の方針を述べられる。議会としては代表質問を行ってい

るので、事務局との調整もあると思うが、３月定例会に限り検討していくようお願

いしたい。 

＜奥村委員＞ 

 ２～３日前に、施政方針等の原稿を配付することも可能だと考えるがどうか。 

＜木曽委員＞ 
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 インターネット中継も実施しており、１０時に開会して正午に締切しているとなる

と、どうなのかと思われることもある。これにも注意を払うべきだと考える。 

＜齊藤委員長＞ 

 総務課と一度調整していただきたい。 
 

 １１：０９ 


